
別
表
Ｖ
52
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｖ
5
2

１
次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
に
結
ぶ
直
線
上
の
任
意
の
点
か
ら
７
›
以
内
の
範
囲
に
あ
る
す
べ
て

の
点
を
含
む
区
域
の
直
上
空
域

イ
小
松
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ

ロ
名
古
屋
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ

ハ
中
部
Ｖ
Ｏ
Ｒ

ニ
Ｎ
3
4†
1
8û
Ｅ
1
3
6†
3
5û
の
地
点

ホ
串
本
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ

２
中
部
Ｖ
Ｏ
Ｒ
か
ら
真
方
位
2
0
7†
0
7û
及
び
1
8
8†
3
8û
の
方
向
へ
の
び
る
直
線
並
び
に
串
本
Ｖ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
Ａ
Ｃ
か
ら
真
方
位
3
2†
2
2û
及
び
4
2†
2
2û
の
方
向
へ
の
び
る
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直

上
空
域
（
１
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

官

庁

報

告

平成™œ年˜™月˜™日 木曜日 (号外第™�˜号)官 報

別
表
Ｖ
53
の
項
中
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
ハ
を
イ
と
し
、
ニ
を
ロ
と
し
、
ホ
を
ハ
と
す
る
。

別
表
Ｖ
58
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

官

庁

事

項

米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法
律
第

1
1
3号
）
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
た
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
の
全
部
を
平
成

2
5年

1
1月

2
8日
付
け
で
変
更
し
た
の

で
、
同
条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月

1
2
日

農
林
水
産
大
臣
林

芳
正

米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針

第
１
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
方
針

米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、
米
穀
の
需
給
の
適
確
な
見
通
し
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
整

合
性
を
も
っ
て
、
米
穀
の
需
給
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
生
産
調
整
の
円
滑
な
推
進
及
び
米
穀
の
供
給
が
不
足
す
る
事

態
に
備
え
た
備
蓄
の
機
動
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
米
穀
の
生
産
調
整
の
円
滑
な
推
進
に
つ
い
て
は
、
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法

律
の
枠
組
み
の
下
で
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体
・
行
政
が
適
切
に
連
携
し
て
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
水
田
の
有
効
活
用
に
よ
り
自
給
率
向
上
を
図
る
た
め
、
主
食
用
米
の
需
要
拡
大
、
米
粉
用
米
や
飼

料
用
米
等
の
生
産
・
利
用
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
国
が
行
う
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
米
穀
の
生
産
量
の
減
少
に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
備
え
、
毎

年
６
月
末
時
点
で
の
在
庫
量
1
0
0万
ト
ン
程
度
を
現
行
の
適
正
水
準
と
し
て
保
有
し
ま
す
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
九
十
八
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
九
十
六
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
進
入
管
制
区

を
指
定
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
年
運
輸
省
告
示
第
四
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

表
明
野
進
入
管
制
区
の
項
１
イ
中
「河

和
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
Ｎ
3
4†
4
2û
Ｅ
1
3
6†
5
7û

）」を「Ｎ
3
4†
4
2û
1
7ü
Ｅ
1
3
6†
5
7û

2
9ü
の
地
点

」
に
改
め
、
同
項
１
ロ
、
２
イ
、
２
ロ
、
２
ニ
、
３
イ
及
び
３
ロ
中
「河

和
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ

」
を
「Ｎ

3
4†

4
2û
1
7ü
Ｅ
1
3
6†
5
7û
2
9ü
の
地
点

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
九
十
九
号

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
無
料
船
員
職
業

紹
介
事
業
者
、
船
員
の
募
集
を
行
う
者
及
び
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
が
均
等
待
遇
、
労
働
条
件
等
の
明
示
、
求
職

者
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
、
募
集
内
容
の
的
確
な
表
示
に
関
し
て
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
七
年
国

土
交
通
省
告
示
第
二
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
よ
り
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一

趣
旨

こ
の
指
針
は
、
船
員
職
業
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
及
び
第
四
十
八
条

第
二
項
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
、
船
員
の
募
集
を
行
う
者
及
び
無
料
船
員
労
務
供
給

事
業
者
（
以
下
「
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
」
と
い
う
。）が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
必
要
な
事
項
と
併
せ
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
が
個
人

情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
も
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
一
中
「
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
、
船
員
の
募
集
を
行
う
者
及
び
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者（
以
下「
無

料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
」
と
い
う
。）」
を
「
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
」
に
、「
す
べ
て
の
」
を
「
全
て
の
」

に
改
め
る
。

第
四
の
三
中「（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）」を
削
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
号

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
派
遣
元
事

業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
公
布
の
日
よ
り
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一

趣
旨

こ
の
指
針
は
、
船
員
職
業
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
、
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九

条
並
び
に
第
三
章
第
四
節
第
二
款
第
一
目
及
び
第
二
目
の
規
定
に
よ
り
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関

し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
必
要
な
事
項
と
併
せ
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
条
の
規

定
に
基
づ
き
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
も
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
二
（
三
）
中「（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）」を
削
る
。

第
二
の
九
（
一
）
中
「
は
じ
め
」
を
「
始
め
」
に
改
め
る
。
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